
 

                      

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年度（上半期）河川レンジャー活動経過報告 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
平成 24 年 10 月 

 

 

 
枚方管内河川レンジャー  上田  豪（1 期生） 

山口  進（4 期生） 

玉井 理恵（7 期生） 

 

河川レンジャーアドバイザー 立川 亨一 
 

 

 

 

 

 

 

第 14回枚方出張所管内運営会議 
（H24.10.25） 
資料－３ 



 

 

 

目 次 

 

 
 

○上田河川レンジャー（上半期）活動報告 
1. 平成 24 年度 活動のテ－マと目的  ...................................... 1 

2. 子どもが遊び、学べる水辺づくり ・平成 24 年 4 月 7 日(土) ................. 3 

3. 子どもが遊び、学べる水辺づくり ・平成 24 年 4 月 28 日（土） .............. 5 

4. 子どもが遊び、学べる水辺づくり ・平成 24 年 5 月 19 日(土) ................ 7 

5. 子どもが遊び、学べる水辺づくり ・平成 24 年 6 月 17 日(土) ............... 9 

6. 子どもが遊び、学べる水辺づくり ・平成 24 年 7 月 21 日(日) ............... 11 

7. 子どもが遊び、学べる水辺づくり ・平成 24 年 9 月 19 日(水) .............. 13 

8. 太間公園スポーツ施設利用者による淀川体験と学習 ・平成 24 年 7 月 15 日(水) .. 15 

 

○山口河川レンジャー（上半期）活動報告 

9. 平成 24 年度 活動のテ－マと目的  ..................................... 17 

10. 庭窪ワンド付近清掃活動 ・平成 24 年 4 月 8 日(日) ................ 18 

11. 庭窪ワンド付近清掃活動 ・平成 24 年 6 月 24 日(日) ............... 20 

12. 庭窪ワンド付近清掃活動 ・平成 24 年 9 月 30 日(日) ............... 22 

 

○玉井河川レンジャー（上半期）活動報告 

13. 平成 24 年度 活動のテ－マと目的  ..................................... 24 

14. 淀川の生物多様性を考える ・平成 24 年 4 月 22 日(日) ............... 26 

15. 水防を考える展示と集い ・平成 24 年 6 月 26 日(火)～7 月 2 日(月) .. 28 

16. 水防を考える展示と集い ・平成 24 年 7 月 1 日(日) ................ 29 
 

○上田河川レンジャー・玉井河川レンジャー・立川河川レンジャーアドバイザー連携活動 
17. 淀川丸ごと体験会 ・平成 24 年 8 月 19 日(日) ............... 31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 

○地域の人や市民、こどもたち、に淀川を知ってもらう学習拠点となるフィールド 

づくり、水辺の再生。 

○子ども・流域市民に、淀川と人とのかかわり・淀川の自然・淀川の歴史・川の楽 

しさを知ってもらう 

 

○上田河川レンジャー（上半期）活動報告 

1. 平成 24 年度 活動のテ－マと目的  

1.1 活動テーマと活動分野  

 枚方出張所管内を活動エリアとする上田河川レンジャーは以下の活動テーマのもと、７つの 

活動を実施します。 

 

 

 

平成 24 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 活動目的 

河川の適正な利用の推進を 

図る活動 

○子どもが安全に遊び学べる水辺づく

り 

1．（外来種草刈、清掃） 

2．水辺づくりを議論するステージ

の確保 

○淀川丸ごと体験会 

（葦笛づくり、土嚢作り体験と家庭で

できる浸水防除、魚調査、舟乗り、

ターザン遊び）  

 太間船着場と点野ワンドの間に位置す

る点野砂州は砂泥浜と沈床の名残が連続

する水辺で、子どもたちの川遊びや学習

だけでなく、川の市民活動の拠点には格

好の場所であることから、５年前から、

大型ごみや砂州や砂浜に埋まったごみを

取り除くと共に外来種除去を行ってきた。

「淀川丸ごと体験会」や「淀川と人との

かかわり歴史探求」などの催しに活用し

てきた。 

外来植物の草刈や抜根など一定の手を

入れることで里川的自然を実現し、格好

の川の学習の拠点として、これからも、

官民共同による“親しめる水辺づくり”

として実施していく。  

 

川に親しむことが少なくなってしまっ

た子どもたちに、川を身近なものに感じ

ていただくため、水辺で一日を過ごし、

川の楽しさの体験、川と暮らしや淀川の

歴史などの学習を行うことで自然体験と

川と人との関わりについて考えてもらう。 

淀川に係わる歴史・文化の 

普及啓発 

○淀川と人との関りの歴史探求 

（茨田樋跡、点野スーパー堤防緑地、

点野ワンドの歴史と生物） 

地域に密着したかたちで川と人とのか

かわりについて、小学生を対象に学習を

おこない、利水（社会と水・川（淀川）

の関係）を主としながら、治水・環境に

ついても学習することで川の大切さ・川

のあり方について理解を深めてもらう。 

河川レンジャー活動に関す

る 

ニュースの発行等の情報の

発信 

○寝屋川市エコフェスタ 

○“いい川づくりシンポジウム”への

出展 

河川レンジャー活動への理解を深め、

いい川づくりへの市民参画をすすめる。 

活動テーマ 
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活動分野 活動名 活動目的 

河川行政と地域・住民・住民

団体とのコーディネートを図

る活動 

○点野（しめの）茨田（まった）イチ

ョウ祭り 

京街道に面して植えられた地域のラン

ドマークである大イチョウ、茨田樋と地

域の生活、周辺の歴史資産など、淀川と

地域・人との歴史的かかわりを広く市民

に紹介し、今後の川と人との付き合いを

考えていただき、地域の皆さんに地域の

財産として末永く大切に育てていただく

キッカケとする。 

併せて、Ｅボートによる幹線水路舟乗

り、関係団体によるポスターセッション、

銀杏や秋の味覚などの屋台村を開催し、

川や水辺の活動に関わる個人や団体の交

流の場とする。 

河川の環境保全を図る活動 ○冬鳥の観察会と鳥の生態学習会 

多様な冬鳥の生態を学ぶ中から河川生

態系の理解と河川環境の回復を目指す活

動への理解を深める。冬鳥の観察会で自

然に親しむのみならず、鳥の体の構造や

生態を知ることで自然のダイナミックさ

を感じる。その中から、その鳥の生活を

育む河川環境と人との関係を見つめなお

すきっかけとする。 

河川の適正な利用の推進を

図る活動 

河川行政と住民・住民団体と

のコーディネートを図る活動 

○太間公園スポーツ施設利用者による

淀川体験と学習 

河川公園縮小方針のもと公園利用団体

等の連携の中、利用だけではなく河川環

境回復活動へ参加していただくよう働き

かける。活動を通じて河川環境の大切さ

を理解していただく。協働の川づくりへ

の参画をめざす。 
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2. 子どもが遊び、学べる水辺づくり       ・平成 24 年 4 月 7 日(土) 

2.1 実施状況 

活 動 名 子どもが遊び、学べる水辺づくり 

担  当 枚方出張所管内 上田河川レンジャー 

開催日時 平成 24 年 4 月 7 日(土) 9:00～11:30 

参加人数 参加総数 35 名  

 一般参加者 27 名 海外職業研修生 26 名、通訳 1 名 

 
協力スタッフ 7 名 

ねや川水辺クラブ 4 名、 

摂南大学エコシビル部学生 3 名 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 9:00 

 

開始・点野流域センターでの準備 

・点野砂州へ移動 

 9:50 注意事項の説明 

 10:05 

 

 

 

コドラート（植生の分布調査用区画）整備 

・掘削 

・くい打ち、ロープ張り 

・外来植物草刈り（カナムグラ中心） 

 11:15 

 

作業終了 

・点野流域センターに移動 

 11:30 終了 

実施場所 ［点野流域センター、点野砂州］ 

 
 

 

2.2 事前活動 

各種資料 特になし 

関係機関からの支援内容 
寝屋川市：コドラートの区画境界に用いる化繊製の張紐、スコップ、 

ねや川水辺クラブ：スコップ、つるはし、かけや 

淀川河川事務所：杭の材料角材、ごみ袋、塵芥処理 

レンジャーの活動内容 作業説明、作業進行管理、作業 
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2.3 活動状況 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
レンジャーによるコドラート掘削の指

導 
 掘削作業 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 くい打ちと張紐を施し、区画の境界  カナムグラを中心に除草 

 

 

2.4 意見・課題 

参加者からの意見 特になし 

今後の課題 
30cm の掘り下げによって、シードバンク（掘り下げたその区画内）から

どんな種が芽吹くかを記録していき、今後の砂洲のあり方を探る 
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3. 子どもが遊び、学べる水辺づくり       ・平成 24年 4月 28日（土） 

3.1 実施状況 

活 動 名 子どもが遊び、学べる水辺づくりと魚類調査 

担  当 枚方出張所管内 上田河川レンジャー 

開催日時 平成 24 年 4 月 28 日(土) 8:30～16:15 

参加人数 参加総数 19 名  

 一般参加者 11 名 海外職業研修生 11 名 

 
協力スタッフ 7 名 

立川河川レンジャーアドバイザー、

ねや川水辺クラブ 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 8:30 

 

 

開始 

・点野流域センターでの準備 

・点野砂州へ移動 

 9:20 注意事項の説明 

 9:25 外来植物草刈り開始 

 11:45 外来植物草刈り終了 

 13:15 

 

点野流域センターで魚調査準備 

・点野ワンドへ移動 

 14:10 魚の採取と観察（同定と採寸） 

 
15:40 

観察終了、片付け 

・点野流域センターへ移動 

 16:15 終了 

実施場所 ［点野流域センター、点野ワンド、点野砂州］ 

 

 
 

 

 

3.2 事前活動 

各種資料 
特になし 

 

関係機関からの支援内容 
・ねや川水辺クラブ：刈り払い機、鎌、長靴 他必要備品の貸与 

・淀川河川事務所：塵芥処理、河川レンジャー幟、ごみ袋、機器燃料 他 

レンジャーの活動内容 
刈り取り外来種等の周知など進行管理全般 

魚の採取指導 
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3.3 活動状況 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 レンジャーによる草刈り説明  刈草の運搬 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 レンジャーによる魚の採取  
採取した魚類〔オイカワ・カマツカ・コウライモ

ロコ〕 

 

 

3.4 意見・課題 

参加者からの意見 外来植物の種見分け方が難しい。 

今後の課題 

魚調査で外来種が採取されなかった。昨年度の大きな出水が影響している

ようだ。 

オイカワ、コウライモロコ、ゲンゴロウブナ、カマツカを採取。 

ワンドの浅瀬ではイシガイが激減、イシガイを中心とした貝の殻が散見さ

れる。ヌートリアであろうと思われる。ただし、集積せず全体に散らばっ

ている。 
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4. 子どもが遊び、学べる水辺づくり       ・平成 24年 5月 19 日(土) 

4.1 実施状況 

活 動 名 子どもが遊び、学べる水辺づくりと植生調査 

担  当 枚方出張所管内 上田河川レンジャー 

開催日時 平成 24 年 5 月 19 日(土)13:00～17:00 

参加人数 参加総数 9 名  

 一般参加者 5 名 大人 2 名、子ども 3 名 

 
協力スタッフ 3 名 

立川河川レンジャーアドバイザー、 

ねや川水辺クラブ 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 13:00 

 

 

開始 

・点野流域センターでの準備 

・点野砂州へ移動 

 14:00 

 

 

外来植物草刈りと植生調査開始 

・外来植物草刈り 

・植生の分布調査用区画（コドラート）の植生調査 

 16:15 外来植物草刈りと植生調査終了 

 16:30 点野流域センター後片付け 

 17:00 終了 

実施場所 ［点野流域センター、点野砂州］ 
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4.2 事前活動 

各種資料 特になし 

関係機関からの支援内容 

・寝屋川市：ボランティア車輌の提供 

・ねや川水辺クラブ：必要備品の貸与 

・淀川河川事務所：塵芥処理、河川レンジャー幟、ごみ袋 他 

レンジャーの活動内容 作業進行管理 

 

 

4.3 活動状況 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 レンジャーによる外来植物草刈りの説明  外来植物草刈り 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 1 号から 7号試験地での植生調査(1号地の例)  ウシハコベ（1号地支配種） 

    

 

 

4.4 意見・課題 

参加者からの意見 特になし 

今後の課題 特になし 
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5. 子どもが遊び、学べる水辺づくり       ・平成 24年  6月 17日(土) 

5.1 実施状況 

活 動 名 子どもが遊び、学べる水辺づくり 

担  当 枚方出張所管内 上田河川レンジャー 

開催日時 平成 24 年 6 月 17 日（土）8:30～12:00 

参加人数 参加総数 40 名  

 参加者 35 名 海外職業研修生 7 名、大人 28 名 

 協力スタッフ 4 名 ねや川水辺クラブ 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 8:30 

 

 

開始 

・点野流域センターでの準備 

・点野砂州へ移動 

 9:30 注意事項の説明 

 9:35 外来植物草刈り開始 

 11:00 外来植物草刈り終了 

 11:30 物品の片付け、貸与機器等のメンテナンス 

 12:00 終了 

実施場所 ［点野流域センター、点野砂州］ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
5.2 事前活動 

各種資料 特になし 

関係機関からの支援内容 
・ねや川水辺クラブ（刈り払い機、鎌、長靴 他必要備品の貸与） 

・淀川河川事務所（塵芥処理、河川レンジャー幟、ごみ袋、機器燃料 他） 

レンジャーの活動内容 

・作業準備、作業内容の指示、作業 

・散乱していた樹木の除去作業 

・ネズミムギの駆除作業 

・ゴミ清掃 
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5.3 活動状況 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ネズミムギの駆除について、種別の説明を実施  海外職業研修生達による清掃等 

 

 

 

 

 ネズミムギのみを選別し、駆除  収集した外来植物やゴミ 

 

 

5.4 意見・課題 

参加者からの意見 特になし 

今後の課題 
ネズミムギの株が小さくなりその数も減少してきている。開花結実後から種子散布ま

でにかりとるタイミングが難しいがその効果が現れている。引き続き進めていく。 
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6. 子どもが遊び、学べる水辺づくり        ・平成 24年 7月 21 日(日) 

6.1 実施状況 

活 動 名 子どもが遊び、学べる水辺づくり 

担  当 枚方出張所管内 上田河川レンジャー 
開催日時 平成 24 年 7 月 21 日(土)9:00～12:00 
参加人数 参加総数 5 名  
 

協力スタッフ 4 名 
立川河川レンジャーアドバイザー、 
ねや川水辺クラブ 3 名 

 運営事務局 1 名  
スケジュール 8:30 

 
 

開始 

・点野流域センターでの準備 

・点野砂州へ移動 
 9:30 注意事項の説明 

 9:35 外来植物草刈り開始 

 11:30 外来植物草刈り終了 

 12:00 荷物片付け・終了 

実施場所 ［点野流域センター、点野砂州］ 

 
 

 
6.2 事前活動  

各種資料 なし 

関係機関からの支援内容 
・寝屋川市：ボランティア車両、刈り払い機 

・ねや川水辺クラブ：刈り払い機、鎌、長靴 他必要備品の貸与 
・淀川河川事務所：塵芥処理、河川レンジャー幟、ごみ袋、機器燃料 他 

レンジャーの活動内容 

・進行管理 
・草刈作業 
・点野砂州外来種防除（植生調査エリア以外の場所で在来種の群落を残し

ながら外来種を中心とした草刈り取り・引き抜き、） 
ナガエツルノゲイトウの群落は残す（冬に対応）・コセンダングサ 
･ヒメムカシヨモギ・セイタカアワダチソウ・ブタクサ 
・ナンバンカラムシ、セイバンモロコシ、カヤツリグサ 
･ホシアサガオ 等【外来種】 
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6.3 活動状況  

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 刈り払い機による草刈り  外来植物を選別し、抜根。以降の繁茂を予防 

 
 

6.4 意見・課題  

参加者からの意見 在来種の群落が出来て嬉しい 

今後の課題 
ナガエツルノゲイトウが昨年の出水が原因か？群落を数箇所あり（昨年ま
では 1 箇所水際にあったが日ごろ浸からないところに形成させていて、冬
に根こそぎ除去の予定 
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7. 子どもが遊び、学べる水辺づくり       ・平成 24年  9月 19日(水) 

7.1 実施状況 

活 動 名 子どもが遊び、学べる水辺づくり 

担  当 枚方出張所管内 上田河川レンジャー－ 

開催日時 平成 24 年 9 月 19 日（土）13:00～17:00 

参加人数 参加総数 34 名  

 参加者 27 名 海外職業研修生 

 
協力スタッフ 6 名 

立川河川レンジャーアドバイザー、

ねやがわ水辺クラブ 6 名 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 
13:00 

開始 

・点野流域センターでの準備 

・点野砂州へ移動 

 13:45 注意事項の説明 

 15:30 外来植物草刈り開始 

 16:30 外来植物草刈り終了 

 16:30 物品の片付け、貸与機器等のメンテナンス 

 17:00 終了 

実施場所 ［点野流域センター、点野砂州］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
7.2 事前活動 

各種資料  特になし 

関係機関からの支援内容 
・ねや川水辺クラブ：刈り払い機、鎌、長靴 他必要備品の貸与 

・淀川河川事務所：塵芥処理、河川レンジャー幟、ごみ袋、機器燃料 他 

レンジャーの活動内容 

・作業準備、作業内容の指示、作業 

・散乱していた樹木の選択的除去作業 

・外来植物の駆除作業 

・ゴミ清掃 
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7.3 活動状況 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 外来植物の駆除について、種別の説明  外来植物のみを選別し、駆除 

 

 

7.4 意見・課題 

参加者からの意見 特になし 

今後の課題 

 手入れをしていない回りの砂州は、今アレチウリが絨毯のように広がっており場所

によっては春から夏にはネズミホソムギのみの草原。夏から秋のアレチウリのみの単

純な植生となっていて、一見外国の風景のよう。 

一方、この場所は侵略的外来種を排除しきっていないとはいえ、在来種が多く育ち

多様性にとんだ場所となっている。 

しかし、水辺とは言いながら乾陸化した砂州であるため陸生の植物が依然多い。河

川公園の見直しと合わせたワンドの復元、砂州の切り下げを望むものである。 
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8. 太間公園スポーツ施設利用者による淀川体験と学習  ・平成 24年 7月 15 日(水) 

8.1 実施状況 

活 動 名 太間公園スポーツ施設利用者による淀川体験と学習 

「Love You 淀川上流域クリーン作戦参加者への淀川出前講座」 

担  当 枚方出張所管内 上田河川レンジャー 

開催日時 平成 24 年 7 月 15 日（土）9:30～11:00 

参加人数 参加総数 102 名  

 参加者 

 

 

 

100 名 

 

 

 

大人 40 名、小人 60 名 

（友呂技中地区社会を明るくする

運動推進協議会、太間・木屋子供

会 他） 

 協力スタッフ 1 名 ねやがわ水辺クラブ 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 9:30 開始 

・主催者挨拶・活動主旨説明、上田レンジャー紹介 

・点野船着場付近へ移動 

（参加者は淀川新橋下付近に向かいながらクリーンアップ活動

実施） 

 9:45 投網による魚類の採取 

 10:10 クリーンアップ活動終了、参加者集合 

 10:15 淀川出前講座（淀川の生態系について）開始 

 10:55 淀川出前講座終了 

 11:00 物品の片付け、終了 

実施場所 ［淀川新橋～点野船着場］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
8.2 事前活動 

各種資料 ・淀川の概要説明資料 

関係機関からの支援内容 
・ねや川水辺クラブ：投網、長靴 他必要備品の貸与 

・淀川河川事務所：資料印刷 

レンジャーの活動内容 

・打合せ調整 

・淀川の概要説明資料、パネル作成 

・投網による魚類の採取 

・太間地区の淀川の生態系（昔と今）についての講義 

（淀川の概要、淀川と人との係わりの歴史、北河内地域と淀川の関係、

淀川の環境と問題・課題について 他） 
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8.3 活動状況 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

参加者のクリーンアップ時間中に点野船着場付

近にて投網による魚類の採取 

 

 

 

淀川出前講座 

（淀川の概要、淀川と人との係わりの歴

史、北河内地域と淀川の関係、淀川の

環境と問題・課題について 他） 

 

 

 

 

 

淀川出前講座 

（淀川の概要、淀川と人との係わりの歴

史、北河内地域と淀川の関係、淀川の

環境と問題・課題について 他） 

 

別途展示した淀川の自然環境や河川レンジ

ャーによる取り組み紹介パネル 

 

 

 

 

8.4 意見・課題 

参加者からの意見 
・昔は、この付近の淀川にウズラという鳥がいて、魚がいっぱいいて、魚

捕りをしたり泳いだりしていたなんて楽しかっただろうな。 

今後の課題 

・社会を明るくする運動協議会が呼びかけ、子ども会とその保護者が参加

した。今と昔の淀川の河川敷・水辺の生き物の違いは、淀川の形態の違い

によることを、作製した資料で説明し、淀川の楽しさと課題について話し

た。 

低学年のこどもが多かったが、幾つかのバージョンを用意しておけばよ

かった。植物・昆虫などのフィールドワークができなかった。次回は限ら

れた時間をもう少し伸ばしていただいて、遊びも取り入れればと考えてい

る。 
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○山口河川レンジャー（上半期）活動報告 

9. 平成 24 年度 活動のテ－マと目的  

9.1 活動テーマと活動分野  

 

 枚方出張所管内を活動エリアとする山口河川レンジャーは以下の活動テーマのもと、３つの

活動を実施します。 

 

 
 

 

平成 24 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 活動目的 

河川の環境保全を図る活

動 

庭窪ワンド自然観察会（野鳥、植

物観察など）又は 

勉強会（浄水場の見学など） 

私達の命の源である「水」、１４

００万人の水供給をしている「琵

琶湖・淀川水系」での「水環境」

を地域の人達と一緒に考えて行き

たい。 

そのために、 

 

①淀川の水環境を知っていただく

「気づき」の場を提供 

②具体的な「行動（アクション）」

の場を提供 

③活動内容を「つなぐ（ネットワ

ーク）」活動を行います。 

 

水環境の実態を知ることにより、

生活排水を注意したり、使用量を

抑えようとか、ライフスタイルの

見直しなどの行動につながると考

えます。 

そしてそれぞれの行動をネット

ワークすることにより、自然との

調和ある社会が実現されるものと

信じています。 

庭窪ワンド付近清掃活動（外来種

植物除去含む） 

河川レンジャー活動に関

するニュース等の情報発

信 

（ネットワークづくり） 

琵琶湖・淀川流域各地の活動内容

等の情報共有を行うべく、市民・

企業・ＮＰＯ・行政との協働ネッ

トワークづくり 

（メーリングリスト、ホームペー

ジ作成等） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

琵琶湖・淀川流域での環境保全活動とネットワークづくり 

活動テーマ 
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10. 庭窪ワンド付近清掃活動           ・平成 24 年 4 月 8 日(日) 

10.1  実施状況  

活 動 名 庭窪ワンド付近清掃活動 

担  当 枚方出張所管内 山口河川レンジャー 

開催日時 平成 24 年 4 月 8 日(日) 9:30～12:00 

参加人数 参加総数 24 名  

 一般参加者 23 名 大人 19 名､子ども 4 名 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 
9:30 

 

開始 

・当日の活動概要及び注意事項 

・庭窪ワンドに移動 

 9:50 

 

清掃活動開始 

（清掃を行う各エリアごとにグループに分けを行う） 

 11:40 

 

 

 

清掃活動終了 

・各エリアのゴミの集積量と現状を確認 

・ゴミ調査資料に記録 

・次回活動について説明 

 12:00 終了・現地解散 

実施場所 庭窪レストセンター→庭窪ワンド 22 号～24 号付近 

 
 

10.2 事前活動 

各種資料 
・淀川水系イタセンパラ保全市民ネットワーク 冊子 

・自治会資料 

・河川レンジャーニュース 

関係機関からの 

支援内容 

・淀川河川事務所（河川レンジャー幟、ゴミ袋、軍手、塵芥処分 他） 

レンジャーの活動内容 

○実施計画の立案 

 実施日、実施内容の検討 

 現地下見 

○参加の案内 

 参加案内の作成 

 配布活動（配布先…門真エコネットワーク連絡会、ＨＰ記載など） 

○必要物品の準備 

 各関係機関への貸与依頼、調整 

○関係機関との調整 

 事前打合せ 

 スタッフへの協力依頼 

○活動の実施 

開会、閉会の挨拶 

司会進行 
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当日庭窪ワンドの清掃箇所ごとに分担分け 

･清掃活動 ･ゴミ調査（JEAN） 

各エリア事終了し、それぞれのゴミの量と現状を確認 

ゴミ調査資料回収、次回の活動について説明 

参加者との交流 

アンケートの集計 

 

 

10.3  活動状況  

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 活動概要及び注意事項説明  庭窪ワンド 24 号付近清掃活動 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 庭窪ワンド 22 号付近清掃活動  各所でのゴミの集積とその結果を確認 

 

 
10.4 意見・課題 

参加者からの意見 

・外来植物が一掃されていてびっくりした。 

・数日前の台風?でワンド内に浮いていたゴミ類が、 

岸辺に大量に打ち上げられたので拾い易かった。 

・ペットボトル類が大変多かったので時間的に 

制限がある中で細かなゴミの調査が充分にできなかった。 

・短時間で達成感のある活動ができてよかった。 

今後の課題 

・継続した取り組みができるように地元自治会にも呼び掛けているが、 

 具体的な参加にまでは至っていない。 

・ワンド内の外来植物が一掃されたので、これまで実施できなかった 

ワンドを含め、広範囲な取り組みを検討したい。 

 （大規模な一斉清掃活動など） 
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11. 庭窪ワンド付近清掃活動           ・平成 24年 6月 24 日(日) 

11.1  実施状況  

活 動 名 庭窪ワンド付近清掃活動 

担  当 枚方出張所管内 山口河川レンジャー 

開催日時 平成 24 年 6 月 24 日(日) 9:30～11:30 

参加人数 参加総数 59 名  

 

参加者 58 名 

一般 2 名、大阪商業大学 18 名、 

パナソニック 18 名、大成建設 2 名 

三菱 UFJ 信託銀行 18 名 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 

9:30 

開始 

・当日の活動概要及び注意事項 

・配付資料説明 

・庭窪ワンドに移動 

 10:00 清掃活動開始 

 

11:00 

清掃活動終了 

・各エリアのゴミの集積量と現状を確認 

・ゴミ調査資料に記録 

・次回活動について説明 

 11:30 終了・庭窪レストセンターにて解散 

実施場所 庭窪レストセンター→庭窪ワンド 22 号～24 号付近 

 
 

 

11.2 事前活動 

各種資料 ・淀川水系イタセンパラ保全市民ネットワーク 冊子 

関係機関からの 

支援内容 

・淀川河川事務所（河川レンジャー旗、ゴミ袋、軍手、塵芥処分 他） 

レンジャーの活動内容 

○実施計画の立案 

 実施日、実施内容の検討 現地下見 

○参加の案内 

 参加案内の作成 配布活動（配布先…門真エコネットワーク連絡会、ＨＰ記

載など） 

○必要物品の準備 

 各関係機関への貸与依頼、調整 

○関係機関との調整 

 事前打合せ スタッフへの協力依頼 

○活動の実施 

開会、閉会の挨拶 司会進行 

当日清掃区分振り分け 

･24 号ワンド付近（一般･大成建設、パナソニック） 

･22 号ワンド付近（大阪産業大学・三菱 UFJ 信託銀行） 
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参加者との交流 アンケートの集計 

 

○回収ゴミ分析 

24 号ワンドゴミの種類 

スチロール、箱、花火、タバコケース、タバコのフィルター、カップラー

メンの容器、アルミ缶、ウォーターバイク（回収不可）、ペットボトル、

傘、ボール等 

22 号ワンドゴミの種類 

タイヤ、テレビ、ペットボトル、ヘルメット、スプレー缶、カップラーメ

ンの容器、お風呂の蛇腹、ダンボール、バット、プラスチックケース、プ

ランター、自転車の骨、自転車のかご、ゴムボート、アルミ缶、冷蔵庫、

ボール、傘、タバコのフィルター等 

 

11.3  活動状況  

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 庭窪ワンド 22 号清掃風景  24 号水辺付近にて清掃 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 集積したゴミ（24 号ワンド）  集積したゴミ（全体） 

 

 

11.4  意見・課題  

参加者からの意見 
・外来植物が一掃されていてびっくりした。 

・短時間で達成感のある活動ができてよかった。 

・ワンド内での作業を楽しみにしていたので少し残念です。 

今後の課題 

・外来種の駆除作業を予定していたが、増水のため、今回は断念した。 

・継続した取り組みができるように地元自治会にも呼び掛けているが、 

 具体的な参加にまでは至っていない。 

・ワンド内の外来植物が一掃されたので、これまで実施できなかった 

ワンドを含め、広範囲な取り組みを検討したい。 

 （大規模な一斉清掃活動など） 
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12. 庭窪ワンド付近清掃活動            ・平成 24 年 9 月 30 日(日) 
12.1  実施状況  

活 動 名 庭窪ワンド付近清掃活動 

担  当 枚方出張所管内 山口河川レンジャー 

開催日時 平成 24 年 9 月 30 日(日)9:00～11:00 

参加人数 参加総数 5 名  

 
一般参加者 

4 名 

  

天辻鋼球製作所 2 名 

パナソニック株式会社 2 名 

 運営事務局 1 名  

スケジュール  

9:00 

 

 

 

(雨天のため、室内講義に変更。) 

開始 

・活動趣旨説明 

・スライドにて淀川の概要、淀川の環境問題、庭窪ワンド、河川

レンジャーの活動とその役割について講義 

 10:30 庭窪ワンドへ移動、ワンドの観察 

 11:00 終了・現地解散 

実施場所 庭窪レストセンター～庭窪ワンド 

 
 

 

 

12.2  事前活動  

各種資料 

･淀川水辺の外来種生物 

･外来種駆除釣り大会 in 淀川 2012 秋！ 

･淀川にすむ貴重な魚 イタセンパラを救おう！ 

･河川レンジャーニュース No22 

関係機関からの 

支援内容 

・淀川河川事務所（河川レンジャー旗、他） 

・水生生物センター（パネル、他） 
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レンジャーの活動内容 

○実施計画の立案 

 実施日、実施内容の検討 現地下見 

○参加の案内 

 参加案内の作成 

 配布活動（配布先…門真エコネットワーク連絡会、ＨＰ記載など） 

○必要物品の準備 

 各関係機関への貸与依頼、調整  

○関係機関との調整 

 事前打合せ スタッフへの協力依頼 

○活動の実施 

開会、閉会の挨拶 司会進行 

(当日雨天のため室内講義) 

スライドにてワンドを紹介 

･ワンドとタマリ･イタセンパラやタナゴなどの水生生物について 

･淀川の洪水歴史･洪水敷の構造について 

･下流域になる大堰の原点について 

･淀川に残るワンドについて 

･外来種問題 (魚～植物に関する種類と被害等) 

山口レンジャーから淀川全体と活動エリア内のお話 

･現在淀川にあるワンドの数について 

･庭窪ワンドにいる外来種について（ヌートリアやホテイアオイ等） 

･現在稼働している浄水場について 

･レンジャー活動当初から現在に至るまでの経緯と結果について 

･庭窪ワンド周辺で課題となる問題について(野犬等) 

野外へ移動（ワンド観察） 

参加者との交流 アンケートの集計 

 

12.3  活動状況  

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

室内にて淀川の概要、淀川の環境問題、

庭窪ワンド、河川レンジャーの活動と

その役割について講義 

 
庭窪ワンドの現状を観察し、外来植物繁茂による

淀川の環境に与える影響について解説 

 

12.4  意見・課題  

参加者からの意見 

・外来植物が川に与える影響が理解できた。 

・作業を楽しみにしていたので少し残念です。 

・イタセンパラという魚を初めて知りました。 

・イタセンパラを復活させるという目標を明確にして 

取り組まれていることに感心した。 

・次回は是非実際の作業に参加したい。 

今後の課題 

・外来種の駆除作業を予定していたが、雨天のため、今回は断念した。 

・継続した取り組みができるように地元自治会にも呼び掛けているが、 

 具体的な参加にまでは至っていない。 

・ワンド内の外来植物がまた復活してしまった。 

 「ナガエツルノゲイトウ」の他に「ホテイアオイ」が発生している。 
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１．淀川の自然、文化、防災に関する啓蒙普及と次世代への継承 

２．淀川の自然再生のための協働による川づくり、点野ワンド周辺に 

おける「みんなの水辺」創出へむけて 

○玉井河川レンジャー（上半期）活動報告 

13. 平成 24 年度 活動のテ－マと目的  

13.1 活動テーマと活動分野  

 

枚方出張所管内を活動エリアとする玉井河川レンジャーは以下の活動テーマのもと、４つの

活動を実施します。 

 

 

 

 

平成 24 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 活動目的 

河川環境保全・再生の普

及・啓発・学習 

淀川の生物多様性を考える 

座学、施設見学 

淀川が育んだ生物多様性の価値を再

認識するとともに、COP10 名古屋に

おいて、我が国から世界に向けて発

信した SATOYAMA イニシアティブの

理念を学び、これからの川づくりの

取り組みに活かしたい。 

防災・救援・救難の推進を

図る活動 

水防を考える展示と集い 

パネル・資料展示、座学と意

見・情報交換会 

川は多くの恵みをもたらすとともに、

時として災禍をもたらす。洪水と治

水の歴史を振り返り、淀川左岸地域

の地形的特性を理解するとともに、

個々の生活事情に鑑みながら、身近

な問題として水防を考える機会とす

る。 

河川の適正な利用の推進を

図る活動 
淀川丸ごと体験会 

川と身近に接する機会のない子ども

たちに、川の楽しさを体験しながら、

淀川の自然、歴史、川と人とのかか

わりを学び、河川愛護のこころ、川

で安全に遊ぶ心得を身につけ、将来、

子どもに正しい川遊びを体験させら

れるパパとママに育ってもらう。 

河川に関わる歴史・文化の

普及・啓発活動 

河川行政と地域・住民・住

民団体とのコーディネート

を図る活動 

川づくり、まちづくりへの

参画・支援活動 

茨田樋イチョウまつり、淀川

体感スタンプラリー他 

当該地における協働のシンボルとも

いえる茨田樋遺跡水辺公園をメイン

会場としておこなわれる、淀川と地

域・人とのつながりを広く市民に伝

え、地域住民、団体、こども達の交

流の場となる「茨田樋イチョウまつ

り」の一環として、会場周辺に点在

する、文化素材、自然素材を紹介し、

淀川の豊かな自然、あるいは直面す

る課題、人とのつながりを認識する

機会とする。 

活動テーマ 
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活動分野 活動名 活動目的 

河川生態環境保全を図る活

動 

点野ワンド周辺の植生調査と

外来植物駆除 

座学と実習、植生調査、外来

植物駆除、観察会など 

淀川は、身近な自然環境としての

認知度も高いにもかかわらず、川そ

のものと身近にふれあうことは難し

く、関心も薄い。誰もが安全に利用

できる川、水辺づくりに協働で取り

組むための、基盤づくりと位置づけ、

さらに当該地区を含む区域が「淀川

河川公園基本計画」のモデル地区に

選定されたことをうけ、護岸の切り

下げも視野に入れた河川整備を提案

できる、地域に根差した活動主体へ

と発展できる川の担い手を育成する

場とする。 

淀川が育んだ生物多様性の価値を

再認識するとともに、その維持を脅

かす侵略的外来生物侵入の現状を知

り、防除に取り組む。 

ま た 、 日 本 が 世 界 に 発 信 し た

SATOYAMA イニシアティブの理念に鑑

み、日常的に川と関わりながら、河

川環境・生態系を再生・保全し、利

用し続ける方法を模索する。 
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14. 淀川の生物多様性を考える          ・平成 24 年 4 月 22 日(日) 

14.1  実施状況  

活 動 名 淀川の生物多様性を考える 

担  当 枚方出張所管内 玉井河川レンジャー 

開催日時 平成 24 年 4 月 22 日(日)  10:00～ 12:00  

参加人数 参加総数 28 名  

 一般参加者 25 名 大人 22 名、小人 3 名 

 
講師 1 名 

上原一彦 氏（大阪府立環境農林水産

研究所 水生生物センター） 

 運営事務局 2 名  

スケジュ

ール 

9:30 

 

10:00 

10:05 

11:30 

11:55 

12:30 

開始 

・スタッフ集合、準備 

開会 

淀川の生物多様性について講義 

質疑応答 

水生生物センター内の見学 

終了 

実施場所 （場所）大阪府立環境農林水産研究所 水生生物センター 
寝屋川市木屋元町 10-4 

 

 

14.2  事前活動  

各種資料 

・当日プログラム 

・河川レンジャーニュース 

・水生生物センターパンフレット 

・地方独立行政法人大阪府立環境農林水産総合研究所パンフレット 

関係機関からの 

支援内容 

○大阪府立環境農林水産研究所 水生生物センター 

  会場提供、PC 等周辺機器貸与、講師派遣、センター内見学許可 

○淀川河川事務所 

 のぼり貸与、資料提供 

レンジャーの活動内容 

・各種調整 
・淀川の生物多様性について講義 

・生物多様性とは 

・淀川水系について 

・魚類から見える淀川の環境変化と現状、今後の課題 

・質疑応答 

・水生生物センター内の見学 

・水槽展示魚種の見学 

・天然記念物イタセンパラの生態と保護活動についてビデオ解説 
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14.3  活動状況  

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 レンジャーによる活動主旨説明  講義「生物多様性」（淀川水系について） 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
天然記念物イタセンパラの生態と 

保護活動について解説 
 水槽展示魚種の見学 

 

14.4  意見・課題  

参加者からの意見 別添アンケート集計結果参照 

今後の課題 

・雨天時の配慮 

屋外で行う予定にしていた受付を、室内で行ったため、会場が狭くなった

ほか、別棟となっている会場（研修室）がわかりにくくなった。傘立てな

どの準備。施設内の移動に支障。見学メニュー変更。 

・広報媒体 

河川レンジャーニュースと寝屋川市広報のみの募集では参加者数が伸びな

いので、募集締め切り直前になって団体の ML などで呼びかけを行った。

結果、当日飛び込み参加者が増えた。 

・時間配分 

展示室を予想以上に熱心に見学され、30 分時間を延長した。移動時間な

ど配慮した無理のない時間設定 
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15. 水防を考える展示と集い  ・平成 24 年 6 月 26 日(火)～7 月 2 日(月) 

15.1  実施状況  

活 動 名 水防を考える展示と集い 
担  当 枚方出張所管内 玉井河川レンジャー 
開催日時 平成 24 年 6 月 26 日(火) 10:00～12:00 
参加人数 参加総数 880 名  

 一般参加者 876 名 ふれあいプラザ香里入館者数 
 

寝屋川市 2 名 
寝屋川ふれあいプラザ香里スタッフ
ほか 

 運営事務局 2 名  

スケジュール 10:00 
10:05 

開始 
打ち合わせ 

 10:30 パネル作成 

 11:00 
12:00 

展示物の掲示 
終了 

実施場所 寝屋川ふれあいプラザ香里 
寝屋川市香里南之町 19−17 フレスト香里園店  1F 

 
15.2  事前活動  

各種資料 本事業の告知チラシ・河川レンジャーニュース 

関係機関からの支援内容 ふれあいプラザ香里（共催）会場、物品、スタッフ参加 

レンジャーの活動内容 各種調整、搬入・搬出 

 

15.3  活動状況  

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 展示パネル作成  
過去に寝屋川市域（北河内）で起こった水害

パネル展示 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
寝屋川、枚方両市のハザードマップを配し

て展示（全景）  
  

 

15.4  意見・課題  

参加者からの意見 パネルレイアウトなど、ふれあいプラザスタッフがサポートしてくれた 

今後の課題 
・今回、パネルなど必要物品手配がギリギリであったため、今後は時間的

猶予を持てる事前の手配を心がけていきたい。 
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16. 水防を考える展示と集い           ・平成 24 年 7 月 1 日(日) 

16.1  実施状況  

活 動 名 水防を考える展示と集い 講演『身近な水防』 

担  当 枚方出張所管内 玉井河川レンジャー 

開催日時 平成 24 年 7 月 1 日(日) 14:00～17:00 

参加人数 参加総数 23 名  

 一般参加者 12 名 大人 12 名 

 講師 1 名 柗永正光氏(防災エキスパート) 

 
協力スタッフ 5 名 

上田河川レンジャー、後藤河川レン

ジャー、寝屋川市ふれあいプラザス

タッフ 3 名 

 大阪府 2 名 枚方土木事務所 

 寝屋川市 2 名 下水道室 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 14:00 開始 

 14:05 レンジャーから活動の主旨説明 

 14:15 講演『身近な水防』 

 15:35 

 

 

 

 

 

水防を考える座談会 

・意見交換 

・レンジャーから寝屋川の想定浸水状況について 

・家庭でできる簡易水防工法 

・参加者との質疑応答 

他 

 17:00 終了 

実施場所 寝屋川ふれあいプラザ香里 

寝屋川市香里南之町 19−17 ﾌﾚｽﾄ香里園店  1F 

 

16.2  事前活動  

各種資料 

水害にそなえてみんなで考えよう、アンケートにご協力をお願いします(以

上レンジャー作成)、大阪府枚方土木事務所からのお知らせ、 

 
災害の歴史の展示(写真パネル:淀川資料館ほかより) 

関係機関からの 

支援内容 

大阪府枚方土木事務所よりパネラーとして２名参加 

寝屋川市水道局下水道室よりパネラーとして２名参加 

寿町大和区自治会より、ポスター掲示協力 

寝屋川市市民活動振興室よりプロジェクター一式 

ふれあいプラザ香里（共催）より会場、物品、スタッフ参加 

レンジャーの活動内容 
各種調整 

物品搬入・搬出 
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16.3  活動状況  

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

講演『身近な水防』 

（淀川の災害の歴史等体験談も含めて

講義） 

 
座談会の中でレンジャーから寝屋川の浸水状

況解説 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

レンジャーによる家庭にあるもので工

夫してできる簡易水防工法（家屋に流

入する洪水の防御）の紹介 

 防災展示(非常用炊き出し米（アルファ米) 

 

 

 

16.4  意見・課題  

参加者からの意見 

  初めて聞く話しで、大変勉強になった。 

  こどもの頃に経験した、台風の話など当時のことを思い出した。 

  自助、共助、公助の意味を始めて知った。 

  家庭でできる取り組みなど興味がもてた。 

今後の課題 

  今後、恒例化するにあたって 

寝屋川市危機管理室の参画、周辺自治会の参画、参加者が主体となれ

る工夫 

  アンケート結果から、体験型と視聴型の融合系の防災イベントを企画

したい。 
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○上田河川レンジャー・玉井河川レンジャー・立川河川レンジャーアドバイザー連携活動 

17. 淀川丸ごと体験会              ・平成 24年 8月 19 日(日) 

17.1  実施状況  

活 動 名 淀川丸ごと体験会 

担  当 枚方出張所管内 上田河川レンジャー・玉井河川レンジャー、 

立川河川レンジャーアドバイザー 

開催日時 平成 24 年 8 月 19 日(日)7:30～17:00 

参加人数 参加総数 114 名  

 一般参加者 50 名 大人 8 名、子ども 42 名 

 
大学等 29 名 

摂南大学：澤井教授、石田講師、 

ゼミ生 5 名、エコシビル部 22 名 

 

協力スタッフ 25 名 

新里河川レンジャー、 

中川ゆり子河川レンジャー、 

ねや川水辺クラブ・水辺に親しむ

会(大人 21 名、子ども 2 名) 

 
自治体 等 8 名 

大阪府（河川室、枚方土木事務所）

3 名、寝屋川市 1 名、交野市 1 名、

点野水防団 3 名 

 淀川河川事務所 1 名  

 運営事務局 1 名  

スケジュール 前日 

（8/18） 

前日準備「子どもが遊び、学べる水辺づくり」活動を実施して

会場の整備を行うと共に、当日開催に向けた物品整理等を実施 

 当日 

（8/19）

7:30 

 

開始 

・点野流域センター準備 

 8:30 スタッフミーティング 

 8:45 現地準備 

 9:20 

 

 

丸ごと体験会開会 

・開会挨拶（河川レンジャー） 

・関係機関紹介と挨拶 

 9:40 点野砂州水辺掃除 

 10:15 

 

自然体験活動（葦笛作り・昆虫採取・縄はしご・ターザン遊び） 

水防工法体験活動（土のうづくり、簡易水防工法） 

 11:45 昼食 

 12:45 E ボート乗船体験（点野船着場～点野ワンド） 

 13:15 点野ワンド魚採取体験、投網実演 

 14:20 採取魚の解説 

 14:40 

 

 

丸ごと体験会閉会 

・参加者解散 

・関係者片付け 

 17:00 点野流域センターでの後片付け・終了 

実施場所 ［点野砂洲、点野ワンド］ 
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17.2  事前活動  

各種資料 

・河川レンジャーニュース 

・魚類パンフ 

・水辺に持っていく生き物図鑑 

・点野地区でのレンジャー活動や淀川の歴史パネル 

関係機関からの 

支援内容 

・淀川河川事務所：資機材の提供 

・寝屋川市：資機材の提供・ボランティア車輌の提供、公用車と運転手 

・淀川左岸水防事務組合：水防団員の派遣と指導 

レンジャーの活動内容 

・上田河川レンジャー：企画・準備全般 前日準備・当日全体進行管理 

・玉井河川レンジャー：魚捕りと生き物の説明の主担当、土のう・簡易水

防工法体験主担当 

・立川河川レンジャーアドバイザー：葦笛づくり主担当・ 

 

（当日活動の概要） 

・点野砂州水辺掃除 

・自然体験活動（葦笛作り体験・昆虫採取・点野砂州での縄はしご・ター

ザン遊び） 

・水防工法体験（土のうづくり・簡易水防法） 

・E ボート乗船体験（点野船着場～点野ワンド）［参加対象こども 42 名］ 

・点野ワンド魚採取体験・投網実演（ねや川水辺クラブ・上田河川レンジ

ャー） 

・採取魚の説明（玉井レンジャー)竹井水辺クラブ会長・新城水辺に親し

む会会長） 

 

 

※参考（点野ワンドでの魚採取体験・投網実演で採取した魚類） 

1.カマツカ 

2.ニゴイ 

3.ブルーギル 

4.オオクチバス 

5.カネヒラ 

6.ドジョウ 

7.コウライモロコ 

8.オイカワ 

9.タウナギ 

10.ヨシノボリ（コドモ） 

11.テナガエビ 

（貝類） 

1.ドブガイ 

2.イシガイ 

3.シジミ 

4.タニシ他 
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17.3  活動状況  

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 点野砂州水辺掃除  自然体験活動（縄はしご登り） 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 自然体験活動（ヨシ笛作り体験）  水防工法体験（土のうづくり） 

 

 

 

 

 スローロープの体験  E ボート乗船体験 

 

 

 

 

 レンジャーによる採取した魚類等の解説  採取した魚類の解説を聞きながら学習 
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17.4  意見・課題  

参加者からの意見 

（上田河川レンジャー） 

・天気が崩れないでよかったが、直前の出水で船着場、砂浜、浅瀬などに

泥が堆積したため水が濁り、魚とりに支障をきたす等、影響があったの

で残念だ。 

・E ボートは面白かった。淀川で舟に乗れるとは思ってなかったのでうれ

しかった。スローロープ投げは難しかったが何度も挑戦して最後にうま

くいき良かった。 

・葦などで笛が作れるので驚いた。 

 

（玉井河川レンジャー） 

・受付場所がわからなかった。案内では、レンジャー幟が目印とあったが、

現地に見当たらなかった。(太間駐車場集合者） 

・ロープ伝いで点野砂州まで降りられない。［女性参加者］ 

・（点野ワンドまで）裸足でも行けますか？靴を汚したくないので…［摂

南大男子］ 

・参考（昨年参加したが、今年は見合わせた人から） 

子どもだけやったらアカンの？ 

親子で体験してもらう趣旨を説明するも、今年は参加を見合わされた。 

野外での活動に慣れない保護者には負担が大きいらしい。 

今後の課題 

（上田河川レンジャー） 

･河川レンジャー、河川レンジャーアドバイザー３人の共催、ねや川水辺

クラブ・摂南大学との共催事業とし、地域の取り組みという形態をとっ

た。点野わんど・点野砂州が河川公園整備のモデル地区になっているこ

ともあり、個人のレンジャーの活動というより地域の活動としたほうが

馴染むとおもわれるので、この形態で進めていく。なお、水辺に親しむ

会に協力していただいた。同様の意味で共催団体に入っていただけるよ

うにしていきたい。 

・昨年はコンパネのテーブルの脚を一部杭を使っていたりしていたりして、

メニュー別の会場の準備などがややこしかったが、すべて、組み立て式

に改造するなどした。また、同時間に並行してメニューをこなしたこと

などもあり、スローロープ投げなどの新メニューを加えたが、進行管理

に時間的余裕が出来た。 

・昨年の出水でこの春は外来種がとれないで在来種ばかりになっていたが、

この夏には外来種も混ざるようになった。テナガエビが初めて捕獲出来

た。今後の推移を見ていきたい。いずれにしても出水・撹乱が河川環境

に良い影響を及ぼすというこの証かもしれない。 

 

（玉井河川レンジャー） 

・以前より改善されたものの、準備・片付け作業が煩雑 

・タモ網など未使用装備も多い 

・借用物品の取り扱い（借り物を大事にしない？） 

・保護者の負担 

・防災コーナーは必須にすべき 

・参加者数と同数のスタッフ参加者数。最も効果的なスタッフ配置など過

去の実績より再検討。 

過去の活動を総括し、主催者が今後の方向性位を方向性についてじっく

り検討するべき時期か。 

 

 


